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第１３回有田保健医療圏構想区域調整会議 議事録 

 

        開催日時 令和４年１０月２０日（木）１４：００～１４：３０ 

        開催方法 Web 形式（Microsoft teams） 

 

１ 開会･挨拶（湯浅保健所 池田所長から挨拶） 

２ 議題 

  （１）地域医療構想アドバイザーについて 

（２）新規開業者の外来医療計画に係る実施予定の診療機能について 

（３）令和３年度病床機能報告について 

（４）地域医療構想に関するアンケート結果について 

（５）その他 

 

【議題（１）地域医療構想アドバイザーについて】 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫ 

議題（１）「地域医療構想アドバイザーについて」事務局から説明をお願いする。 

 

≪事務局（湯浅保健所 塩﨑主任）≫ 

  資料１により「地域医療構想アドバイザーについて」説明。 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫ 

  「地域医療構想アドバイザーについて」事務局から説明があったが、各委員から御意見や

御質問等はあるか。 

 （※特に質疑等はなし） 

 

【議題（２）新規開業者の外来医療計画に係る実施予定の診療機能について】 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫ 

  議題（２）「新規開業者の外来医療計画に係る実施予定の診療機能について」事務局から

説明をお願いする。 

 

≪事務局（湯浅保健所 塩﨑主任）≫ 

  資料２により「新規開業者の外来医療計画に係る実施予定の診療機能について」説明。 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫ 

  「新規開業者の外来医療計画に係る実施予定の診療機能について」事務局から説明があっ

たが、各委員から御意見や御質問等はあるか。 

 （※特に質疑等はなし） 

 

【議題（３）令和３年度病床機能報告について】 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫ 

議題（３）「令和３年度病床機能報告について」事務局から説明をお願いする。 
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≪事務局（湯浅保健所 塩﨑主任）≫ 

  資料３により「令和３年度病床機能報告について」説明。 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫ 

  「令和３年度病床機能報告について」事務局から説明があったが、各委員から御意見や御

質問等はあるか。 

 （※特に質疑等はなし） 

 

【議題（４）地域医療構想に関するアンケートについて】 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫ 

  議題（４）「地域医療構想に関するアンケートについて」事務局から説明をお願いする。 

 

≪事務局（湯浅保健所 塩﨑主任）≫ 

  資料４により「地域医療構想に関するアンケート結果について」説明。 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫ 

  「地域医療構想に関するアンケートについて」事務局から説明があったが、各委員から御

意見や御質問等はあるか。 

 （※特に質疑等はなし） 

 

【議題（５）その他】 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫  

議題最後の（５）「その他」だが、他に皆さんから何か議題事項はないか。 

 （※特に委員からの発言はなし） 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫ 

    アドバイザーから、全体を通して何か御意見等はないか。 

 

≪加藤和歌山県医師会理事≫ 

  普段は病院で勤務しているが、今回は県医師会の代理として参加している。 

有田圏域は 2025 年の必要病床数より現在の病床数が多い現状にあるため、地域医療構想

の実現に向けた病床機能の分化・連携の取組ができるよう、引き続き議論をお願いしたい。 

 

≪中井地域医療構想アドバイザー≫ 

  急性期病床数については、9 月の病院協会と県医務課との懇談会で、県から「新型コロナ

感染症を経験したうえで、2025 年当初の数よりもっと余裕を持たなければならない、という

意見を国に出す予定」と聞いている。だからといって何もしなくて良いのではなく、まだま

だ目標には至らないと思うが、努力いただきたい。 

地域医療構想は統合ありきではない、という国の意見もあるが、大学側も医師不足があり

いろんな病院に多くの医師を派遣できないため、地域医療構想にのって病院の統合をしてく

れないかという意見もあるようだ。それについては是非とも議論をしていただきたい。特に

有田医療圏は議論すべきテーマがあり、他の圏域でも大学から議論をして欲しいと言われて

いる。それぞれ自主的な病床コントロールを議論の元に進めていけば良いと思うが、まず病

院どうしのコミュニケーションが最も大事である。アドバイザーとしてアドバイスできれば
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と思うので、ご意見をいただきながら進めていきたい。 

診療報酬についても、病院からすると経営が成り立たないのは困るので、経営が成り立つ

ためには、地域医療構想の議論を通して、建設的な意見が地域から出てきて、それを我々や

県が国に持っていくという道筋も可能なので、是非とも建設的な意見をいただきたい。 

 

 

≪池田議長（湯浅保健所長）≫ 

アドバイザーの言うとおり、計画ありきではなく、地域の実情に合った内容にする必要が

あると思う。また最近は、医師の働き方改革もあり、国は地域医療構想について「機能分化

と連携」をキーワードとしている。各病院が話し合いをしながら進めていく必要があるので、

今後話し合いの場を持ちたいと考えている。 

 

それでは、以上で本日の議事を終了する。 


